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1 音部記号と音名
ト音記号、ヘ音記号、ハ音記号を理解し、音
名をイタリア語、英語、日本語、ドイツ語で迅
速に言うことができる。

ト音記号とヘ音記号を理解し、音名をイタリ
ア語、英語、日本語で迅速に言うことができ
る。

ト音記号を理解し、音名をイタリア語、英語で
迅速に言うことができる。

ト音記号を理解し、音名をイタリア語で言うこ
とができる。

2 ２度音程、３度音程
全ての音の上下に長２度・短２度、増２度、
短３度、長３度音程を作成することができる。

全ての音による長２度・短２度、増２度、短３
度、長３度音程を判別することができる。

幹音の上下に長２度・短２度、短３度、長３度
音程を作成することができる。

幹音のみによる長２度・短２度、短３度、長３
度音程を判別することができる。

3 ４度音程、５度音程
全ての音の上下に完全４度・増４度、完全５
度・減５度・増５度音程を作成することがで
きる。

全ての音による完全４度・増４度、完全５度・
減５度・増５度音程を判別することができ
る。

幹音の上下に完全４度・増４度、完全５度・
減５度音程を作成することができる。

幹音のみによる完全４度・増４度、完全５度・
減５度音程を判別することができる。

4 ６度音程、７度音程
全ての音の上下に長６度・短６度・増６度、
長７度・短７度・減７度音程を作成すること
ができる。

全ての音による長６度・短６度・増６度、長７
度・短７度・減７度音程を判別することがで
きる。

幹音の上下に長６度・短６度、長７度・短７度
音程を作成することができる。

幹音のみによる長６度・短６度、長７度・短７
度音程を判別することができる。

5
音程総合（１度音程、８度音程、

複音程、転回音程を含む）

１度音程、８度音程を含む単音程、複音程、
転回音程を完全に理解している。（小テスト
正解率90%以上）

１度音程、８度音程を含む単音程、複音程、
転回音程を概ね理解している。（小テスト正
解率70%以上90%未満）

１度音程、８度音程を含む単音程、複音程、
転回音程を少し理解している。（小テスト正
解率50%以上70%未満）

１度音程、８度音程を含む単音程、複音程、
転回音程をあまり理解していない。（小テスト
正解率50%未満）

6 長音階
長音階の音程関係を理解し、全ての調号か
ら長の判別ができる。

長音階の音程関係を理解し、シャープ、フ
ラット各５個までの調号から調の判別ができ
る。

長音階の音程関係を理解し、シャープ、フ
ラット各３個までの調号から調の判別ができ
る。

長音階の音程関係を理解している。

7 短音階
自然短音階、和声短音階、旋律短音階を全
ての調号から表記することができる。

自然短音階、和声短音階、旋律短音階を
シャープ、フラット各5個までの調号から表記
することができる。

自然短音階、和声短音階、旋律短音階を
シャープ、フラット各３個までの調号から表記
することができる。

長調から平行短調（自然短音階）を導き出す
ことができる。

8 五度圏と関係調
五度圏を理解し、２次的な近親調を含む全て
の関係調の調号及びスケールを表記するこ
とができる。

五度圏を理解し、属調、下属調、同主調の調
号及びスケールを表記することができる。

五度圏を理解し、属調、同主調の調号及び
スケールを表記することができる。

五度圏を理解し、属調の調号及びスケール
を表記することができる。

9 長調におけるトライアド
全ての長調におけるダイアトニック・トライア
ドの記譜、コードシンボル及びディグリーネー
ムを表記することができる。

シャープ、フラット各５個までの長調における
ダイアトニック・トライアドの記譜、コードシン
ボル及びディグリーネームを表記することが
できる。

シャープ、フラット各３個までの長調における
ダイアトニック・トライアドの記譜、コードシン
ボル及びディグリーネームを表記することが
できる。

C Majorにおけるダイアトニック・トライアドの
記譜、コードシンボル及びディグリーネーム
を表記することができる。

10 短調におけるトライアド
全ての短調におけるダイアトニック・トライア
ドの記譜、コードシンボル及びディグリーネー
ムを表記することができる。

シャープ、フラット各５個までの短調における
ダイアトニック・トライアドの記譜、コードシン
ボル及びディグリーネームを表記することが
できる。

シャープ、フラット各３個までの短調における
ダイアトニック・トライアドの記譜、コードシン
ボル及びディグリーネームを表記することが
できる。

C Minorにおけるダイアトニック・トライアドの
記譜、コードシンボル及びディグリーネーム
を表記することができる。

11 音符とリズム
全ての拍子を理解し、全ての音符を記すこと
ができる。

２に加え、複合拍子の拍の３分割・６分割さ
れた音符及び２連符・４連符を記すことがで
きる。

単純拍子を理解し、拍を２分割・４分割され
た音符及び３連符・5連符を記すことができ
る。

単純拍子を理解し、拍を２分割・４分割され
た音符を記すことができる。
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　到達目標（シラバスより）
　１．音楽理論の基盤を理解し、説明することができる。
　２．音楽理論を演奏・創作に応用できる。
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